
































































































































































































































































































1) Andr? DUBUC: Lα critique rouennaise des “ Tro is Contes ". (Les Amis de 
Flaubert) NO 48 (mai 1967) P. 29引用のAlfred Darcelの抜枠記事による。
2) 姪Caroline宛書簡 1875年 9 月25 日付.
3) G. Sand宛書簡 1876年 2 月 6 日付.
4) 姪Caroline 1876年 7 月 14 日付.
5) M Ile L. de Chantepie宛書簡 1876年 6 月 17 日付.
6) Mrne des Genettes宛書簡 1877年 2 月 15 日付.
7) 同上 1876年 4 月末.
8) G. Sand宛書簡 1871 年 3 月 11 日付.
9) 姪Caroline宛書簡 1876年12 月 9 日付.
10) Mrne des Genettes宛書簡 1876年 6 月 19 日付.
1) Trois Contes , P. 224. 以下，本テキストの引用は〈包uvres compl鑼es de 
Gustave Flaubert} tome 4 , Ed. Club de l'Honn黎e Homme、 1972. による。
12) Pascal: Pensées , Ed. du Seuil , 1962. P. 266. 邦訳は筑摩書房版「世界文学
大系J 13巻(松浪信三郎訳)を参照した。
13) 注 (10) に同じ。
1心 Classiques illustr駸 Vaubourdolle 版(Hachette)の Trois contes ( こ{すされた
documents によれば，ジュリアンはその妻と共に天に召されるのであり，ルーアン
大聖堂のステンド・グラスもその結末を描いている。
1日 Trois Contes. P. 232 
16) ibid. P. 232 
17) 注 (10) に同じ。
18) Albert Thibaudet: Gus tαve Flaubert, Gallimard 1963. P. 193. et 194. 
1到 Trois Contes のプランは，全て注 (11 )引用の全集本のAppendice によった. P.472. 
それによると，このプランでは第一章は〈教育，城，狩猟への愛〉 と記されていて，
予言については雄鹿のものがあるだけである。
2日 ibid. P. 474. 
21) ibid. p~ 231. 
2) ibid. P. 231. 
23) A. Thibaudet: Gustαve Flαubert， P. 194. 
24) Trois Contes , P. 239. 
25) ibid. P.472. 
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2日 ibid. P.247. 
27), 28) ibid. P. 201. 
29) ibid. P. 485. 
30) 姪Caroline宛書簡 1876年 8 月 17 日付.
31) T7'ois Contes , P.253. 
32) ibid. P. 256. 
3) ibid. P. 258 et 259. 
3引 ibid. P. 25 4 . 
3日 ibid. P. 277. 
3日 G. Sand宛書簡鼻 1876年 8 月 17 日付.
3円 Trois Contes , P. 222. 
3副 Mme Brainne宛書簡 1875年10 月 2 日付.
3到 Boul'αd et P馗uchet.. {誦vres compl鑼es 'de Gusta ve Flaubert}. tome 5 , 
P.2 17. Ed. Club de I'Honn黎e Homme. 
(D.45 天理大学助教授)
